
会 議 録 

会議の名称 令和５年度第３回 岩舟地域会議 

開催日時 令和５年６月２８日１９時００分 開会  ２０時４５分 閉会 

開催場所 岩舟総合支所会議室棟 第 1会議室 

出席者氏名 別紙 1のとおり 

欠席者氏名 別紙 1のとおり 

事務局職員職氏名 別紙 1のとおり 

その他出席者等 別紙 1のとおり 

会議事項 別紙 2のとおり 

会議の公開又は 

非公開の別 

公開 

傍聴人の数 なし 

その他必要事項 - 

会議の経過 

発言者 議題・発言内容・決定事項 
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都市計画課 

 

１．開 会 

 

２．あいさつ 

  会長あいさつ 

 

３．議事  

（１）栃木市都市計画マスタープラン（改訂版）及び栃木市立地適正化計画「防災

指針」策定の基本方針について（報告） 

＜説明＞ 

都市計画課に説明を求める。 

資料に基づいて説明する。 

都市計画課の説明を受けて、委員に質問・意見を求める。 

 委員の皆さんからご質問がある方は、挙手願います。 

 最終案の前の暫定案はいつごろできる予定ですか。 

 都市計画マスタープランにつきましては、今年度中に骨子案を作成したいと考え

ておりまして、「防災指針」につきましては、一年間で考えていきたいところなの

で、「防災指針」に関しましては、意見聴取の直前あたりになってしまうと思いま

す。 

 作業部会の研修会のようなものはありますか。 

 作業部会の役割としましては、都市計画マスタープランや「防災指針」というの

はどういうものかというのは、極力説明して理解してもらったうえで検討をしてい
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くようになると思いますが、作業部会での研修という形は予定しておりません。 

 こういった計画をつくるために、地域がどのようなものかというのを、担当者が

実際見たり聞いたりして把握しておかないといいものができないと思います。その

ために、地域にいかに出ていくかというのをその会で行なってもらった方がいいも

のができるのかなと思いまして、意見させてもらいました。 

 作業部会には地域会議を担当している担当課にも参加していただいてますし、地

域の声を反映させていいものを作りたいと考えております。 

他にいかがでしょうか。 

 よろしいですか、他にあるような場合は、地域づくり推進課を通して質問させて

いただきますので、よろしくお願いします。担当者の方、ありがとうございました。 

 

（２）岩舟健康福祉まつり実行委員会の解散について（情報提供） 

＜説明＞ 

健康増進課に説明を求める。 

資料に基づいて説明する。 

健康増進課の説明を受けて、委員に質問・意見を求める。 

委員の皆さまから何かご質問があるでしょうか。 

実行委員会では、具体的にどんなことを行うのでしょうか。 

 具体的な内容は、市の方は把握しておりませんので、準備会の事務局を担ってい

ます社会福祉協議会岩舟支所の方で素案を作っていると思いますので、申し訳あり

ませんがこの場ではご報告できません。 

 今の件に関しまして、私は、我が事丸ごとの静和で役員をしておりまして、準備

会に参加しております。明日実行委員会として立ち上がる予定です。会場の都合で

11/5 に場所をおさえておりまして、そこに向けて準備をしようということで明日第

1回目の実行委員会が始まります。我が事丸ごとは、岩舟地域は 4つにわかれて活動

してますので、それぞれのブースを出す予定で、今まで参加していた団体の方を実

行委員としてお願いをしました。新たなおまつりで、今までの形にとらわれない新

たなおまつり、例えばサッカースタジアムを使えたら使おうとか、そんなことの中

から準備会をやってきました。明日いよいよ第 1回目の実行委員会となりますので、

具体的なことはそこからできるかなと思いますので、よろしくお願いします。 

 ほかに皆さまからあるでしょうか。 

 先ほどの説明の中で、少しは協力していく、というお話をいただいたと思います

が、具体的にどのようなことをお手伝いしていただけるのか。市民の必要課題が何

なのか把握して、このことは市民に知ってもらいたいとかやってもらいたいとかあ

ると思うので、それを住民主体のイベントにどうかかわってもらえるのかというこ

とが必要なのかなと思いますが、その点はどうですか。 
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 実行委員会の団体として、栃木市という形で参加はしませんが、実行委員会の方

からまつりに対する、市の後援等の申請をいただければ、市はまつりの時に市の施

設を使用する場合に使用料の減免等をするような形でまつりに協力していくことを

考えています。 

 ありがとうございます。ただ、後援とか名義、そういったものは、どこの団体で

も市にお願いすれば了解してもらっています。市としてイベントにどう働きかけれ

ば、市の重要なことについて深めてもらえるか、そこをどう捉えていくのかという

ことなんです。 

 今までの健康まつりについては、市の施策として健康情報に関する周知、相談、

体験コーナー等を企画してきました。先程の説明のとおり市として一本化しました

ので、今後、岩舟地域に特化したまつりに関しては、今までと考え方が変わります

ので、市から何かをお願いしていくのではなく、地元主体でやっていただくような

おまつりになっていくと理解しています。 

 地元主体というのはわかります。市に一本化するねらいだと思いますが、ただ、

そこで健康増進にかかわることをやっているんだよ、そこに市としてこれだけは知

ってもらわないと、というものに関して一緒にできるものが必要なんじゃないかと

思います。 

 岩舟地域のおまつりに対して市としてやってもらいたいことがあるのではない

か、ということでしょうか。 

 岩舟のイベントに関してやってもらいたいとかそういうことではなく、栃木市と

して、担当として全市民にこういったものが今必要、という課題があると思うんで

すよね。それが、実行委員会の中でこれは一緒に取組めるとかやっていくとかそう

いうものがあると思います。そういったかかわりが必要なんじゃないかと。例えば、

子どものアレルギーとか、死に至ってしまうこともある。それを助けられるのは市

の役目です。こういったものが考えればいろいろあります。こういう場で市として

こういうことは知っていてもらいたいということがあると思います。職員が行って

やるのもそうですし、行けないならチラシを配ってもらうとか。住民主体の中にど

うかかわれるかと考えることが必要だと思います。 

 市全体の健康まつりと岩舟地域に特化した健康まつりがあって、一本化した全域

のおまつりに関しては、市全体の健康に関する健康増進の周知啓発を医師会・歯科

医師会等の協力をいただいて実施していきますが、岩舟地域のまつりに関しては、

解散という運びになりましたので、岩舟地域の後継のおまつりに関しては、後援と

いう形で応援させていただきますが、市としてこういうことをやったほうがいいと

かいうことは今のところはないです。市全域のまつりで健康の普及啓発を行ってい

くと理解していただければと思います 。 

 一本化するのはわかります。合併しているのだから。ただ、市の担当課として、
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これが必要なんだというものがあると思うんです。 

 健康まつりでですか。 

 まつりではなく、健康増進課の中で。市民が健康であるため、こうやらなければ

ならないというものがあると思うんです。そういったものを場所があるのだから活

かさない手はないと思う、ということを言いたかったんです。 

 3 回の準備会の中で、社会福祉協議会が事務局ということもあり、「健康」を除い

て「福祉」を中心に「福祉まつり」ということですすめようか、ということで準備

会のなかで話が進んでいます。その中で、今までの実行委員さんに岩舟でおまつり

をやるときに今後協力していただけますか、というアンケートがあったそうです。

実行委員に携わった団体さんは必要があれば協力しますと、たとえば医師会、歯科

医師会、あと薬剤師会も手を挙げてくれたということもありますので、そういう部

分もあり、だけど大きくは「福祉まつり」をやろうという話で準備会の中ではなっ

てます。大きな表題の中からは「健康」ははずれて仮称ですが「福祉まつり」で、

あとは我が事丸ごとで行うという流れまでは決まっているということろです。 

 ありがとうございます。ただ、「福祉」は幸せづくりなんです。ということは、市

民の幸せを考えることなんです。その辺もあるので、よろしくお願いします。 

 ほかにありますか。なければ健康福祉まつりについては以上にしたいと思います。

担当課の方はありがとうございました。 

 

（３）地域予算提案事業について 

 前回、検討部会に分かれ「地域の課題」について、委員の皆さまから意見をいた

だきました。本日は、岩舟地域の 3 つの実働組織の方に来ていただきまして、地域

で困っていることや意見などを聞きながら意見交換をしていきたいと思います。本

日は、お忙しい中、まちづくり実働組織の方々にお越しいただきまして、大変あり

がとうございます。それでは、事務局から説明をお願いします。 

 まちづくり実働組織の皆さま、地域会議にお越しくださりありがとうございます。

皆さまには大変恐縮ですが、自己紹介をお願いします。小野寺ふれあい会からお願

いします。 

（小野寺ふれあい会、すみよいまちづくりの会「いわふね」、静和まちづくり協議会

の順に） 

ありがとうございました。 

今年度、まちづくり実働組織で行う事業について、時間の関係もありますので、各

自資料１をご覧いただきたいと思います。 

続きまして、意見交換会に移ります。 

検討部会の説明 

 



 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

会長 

Ｄ委員 

会長 

Ｃ委員 

 

会長 

 

事務局 

会長 

副会長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

≪意見交換会≫ 

 

それでは、再開をしたいと思います。実働組織の方が参加して意見交換が行われ

たと思いますが、意見をもとに検討していきたいと思います。 

 

（４）その他について 

前回の会議でＤ委員から意見のありました、岩舟公民館ふれあい公園トイレの管

理については、岩舟公民館係で行っております。具体的には、公民館係から、シル

バー人材センターに清掃を委託し、平日毎日午前中に清掃をしているということで

した。 

このことについて、Ｄ委員、よろしいでしょうか。 

はい。 

皆さまから何かありますか。 

地域会議に直接関係ありませんが、コスモスホールを 2 年間改修するということ

ですが、どんなふうに改修するのでしょうか。 

 雨漏りの改修で 2 年間休館になり、東の大きい駐車場は工事車両用に使用すると

聞いてます。 

文化課の所管になりますので、詳細を確認して次回報告いたします。 

よろしくお願いします。ほかにありますか。 

状況把握をしたいのですが、県の施設のみかも自然の家の今後の活用を考えてい

くのに、中の施設にどのようなものがつくられるのか、どういった利用ができるの

か、図面などで確認できると今後の活用が図りやすいと思いますので、情報をいた

だけると助かります。 

実は先週 6月 21 日に施設整備担当の県の生涯学習課が、来年 3月に予定している

開所式のことで来所されました。その時にいただいた資料がありますが、まだ公に

なっていない情報もあるかもしれないので、県の担当者にどこまで出していいか了

解をとりながら、先ほどのコスモスホールの件と併せて次回報告させていただきま

すので、よろしくお願いします。 

他に皆さまから何かありますか。 

ないようですので、以上をもちまして、本日の議事を終了いたします。それでは、

以降の進行は、事務局にお願いします。 

 

４．連絡事項 

7 月 20 日（木）午後 7 時から遊楽々館において、まちづくり懇談会「ふれあいト

ーク」が実施されます。ご都合がつくかたは、ぜひご参加くださるようお願いしま

す。 



 

 

 

次回の会議は 7月 26 日（水）19 時から場所はこちらになります。 

 

５．閉会（20：45） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙 1 

出席者（委員） 

会長 髙久 厚子    副会長 横塚 勇気  

委員 越沼 和子    委員  斉藤 栄吉 

委員 瀬下 紀明    委員  栃木 光子 

委員 永島 仁一    委員  広瀬 昌子 

委員 深津 智子    委員  三柴 茂 

委員 三ツ森 紀子   委員  渡辺 和枝 

 

欠席者（委員） 

 委員 寺澤 保之    委員 相良 栄 

 委員 渡辺 久夫 

 

事務局 

 堀江 克実（岩舟地域づくり推進課課長） 

 海老沼 剛志（岩舟地域づくり推進課係長） 

 堀江 裕美（岩舟地域づくり推進課主査） 

 石原 里紗（岩舟地域づくり推進課主任） 

 

その他出席者等 

 毛塚 裕子（健康増進課課長） 

 熊倉 宏（健康増進課係長） 

 高木 啓充（健康増進課主査） 

   

吉田 容子（都市計画課主査） 

 石川 陽一（都市計画課主任） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙２ 会議事項 

１．開 会 

２．あいさつ 

３．議 事 

 （１）栃木市都市計画マスタープラン（改訂版）及び栃木市立地適正化計画「防災指針」

策定の基本方針について（報告） 

 （２）岩舟健康福祉まつり実行委員会の解散について（情報提供） 

 （３）地域予算提案事業について 

 （４）その他 

４．連絡事項 

・まちづくり懇談会「ふれあいトーク」開催について 

  7 月 20 日（木）19時から CITY GYM&SPA 遊楽々館 

 ・次回 令和５年７月２６日（水）午後７時～岩舟総合支所会議室棟第 1会議室 

５．閉会 

 

 

配布資料一覧 

  栃木市都市計画マスタープラン（改訂版） 

及び栃木市立地適正化計画「防災指針」策定の基本方針 

  岩舟健康福祉まつり実行委員会の解散について 

  資料１ 岩舟地域まちづくり実働組織事業計画（R5）概要 

 


